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1 

48.5 

49.0 

0.5 

0.8 

0.5 

0.7 

51.0 

45.0 

1.0 

1.4 

0.4 

1.2 

0% 20% 40% 60%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

不明・無回答

就学前児童（N=3058） 就学児童（N=1159）

 

 

 子ども・子育て支援事業計画（計画期間：平成 27～31 年度）における需要量の見込み等を設定する上での基

礎資料とするため、市民の子育てに関する生活実態や、子育て支援の利用状況、利用希望等について把握すること

を目的に、「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」として実施しました。 

 

 

 

●調査地域 ：静岡市内全域 

●調査対象者 ：就学前児童（０～５歳）を養育する保護者（就学前児童調査） 

         ：小学生（１年生～６年生）を養育する保護者（就学児童調査） 

●抽出方法 ：住民基本台帳より、就学前児童（０歳～５歳）5,000人、 

          小学生（６歳～11歳）2,000人の、合計7,000人を無作為抽出 

          ※同一世帯に複数の調査票を送付しないよう抽出 

●調査期間 ：平成25年10月25日（金）～平成25年11月12日（火） 

●調査方法 ：郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

調 査 票 調査対象者数（配布数） 有効回収数 有効回収率 

就学前児童 5,000 3,058 61.2％ 

就学児童 2,000 1,159 58.0％ 

合 計 7,000 4,217 60.2％ 
 
 

 

 

 

（１）子育てを主に行っている方〈単数回答〉〔就学前児童調査・就学児童調査…問６〕 

 就学前児童、就学児童いずれも、「父母ともに」が半数を占めているとともに、「主に母親」の占める割合も高く

なっています。 

 

 

 

調査の目的 １ 

調査概要 ２ 

あて名のお子さんとご家族の状況について １ 



2 

36.9 

50.3 

5.1 

25.1 

10.6 

2.9 

34.5

45.6

5.3

22.1

0.0 

14.8 

0% 20% 40% 60%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども

をみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

平成25年（N=1159）

平成20年（N=1302）

34.4 

58.5 

2.9 

17.6 

9.4 

2.0 

29.6

59.3

3.7

15.0

11.7

0.9

0% 20% 40% 60%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども

をみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

平成25年（N=3058）

平成20年（N=1427）

 
 

 

 

（１）日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無〈複数回答〉〔就学前児童調査・就学児童調査…問７〕 

 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無についてみると、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる」が、就学前児童では58.5％、就学児童では50.3%と最も高く、次いで「日常的に祖父母等の親族

にみてもらえる」が34.4％、36.9%となっています。 

【平成 20 年実施前回調査「次世代育成支援対策に関するアンケート調査」との対比】 

 前回調査でも「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が、就学前児童では 59.3％、就

学児童では45.6％と最も高く、今回の調査と大きな傾向の差は見られませんでした。 

 

【就学前児童】         【就学児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの育ちをめぐる環境について ２ 



3 

86.3 

75.5 

15.6 

23.4 

19.7 

11.5 

9.0 

0.9 

4.0 

0.6 

0.4 

1.7 

0.3 

80.9 

75.4 

15.8 

3.5 

4.5 

7.6 

0.8 

0.0 

0.5 

0.5 

0.6 

30.4 

3.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親や親族

友人や知人

近所の人

保育士

幼稚園教諭

かかりつけの医師

子育て支援施設

（子育て支援センター等）

保健所

保健福祉センター

市の子育て関連担当窓口

民生委員・児童委員

学校の先生

その他

不明・無回答

就学前児童（N=2940） 就学児童（N=1071）

96.1 

92.4 

2.9 

5.9 

1.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=3058）

就学児童

（N=1159）

いる（ある） いない（ない） 不明・無回答

 
（２）子育てをする上での相談相手や相談できる場所の有無〈単数回答〉 

   〔就学前児童調査・就学児童調査…問８〕 

 子育てをする上での相談相手（場所）の有無についてみると、「いる（ある）」が就学前児童で 96.1％、就学児

童で92.4％となっています。 

 相談相手（場所）をみると、「親や親族」が最も高く、就学前児童で86.3%、就学児童で80.9%となっており、

次いで、「友人や知人」が就学前児童で75.5％、就学児童で75.4%となっています。また、それ以外の回答では、

「保育士」「幼稚園教諭」「学校の先生」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎相談相手（場所）〈複数回答〉 

 

 

 

 

 



4 

18.7 

15.7

5.9 

3.0 1.3

24.9 

24.7

1.3 42.8 

44.5

4.3 

4.9 2.0

2.0 

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年

（N=3058）

平成20年

（N=1420）

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

就労している（フレックス・短時間勤務等を利用）※平成20年のみ

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である※平成25年のみ

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

その他※平成20年のみ

不明・無回答

23.0 

23.0

0.9 

0.1 2.5

43.0 

44.1

0.5 21.7 

21.0

5.6 

4.9 2.0

5.3 

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年

（N=1159）

平成20年

（N=1278）

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

就労している（フレックス・短時間勤務等を利用）※平成20年のみ

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である※平成25年のみ

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

その他※平成20年のみ

不明・無回答

 

 

 

（１）保護者の就労状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問10-1問12-1、就学児童調査…問10-1、問11-1〕 

 保護者の就労状況についてみると、就学前児童の母親では「以前は就労していたが、現在は就労していない」が

42.8%で最も高く、次いで「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が24.9%

となっています。一方、就学児童の母親では、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」が43.0%で最も高く、次いで「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が23.0%

となっています。 

 また、父親では「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が就学前児童で 92.9％、就学児童

で88.6％と最も高くなっています。 

【平成 20 年実施前回調査「次世代育成支援対策に関するアンケート調査」との対比】 

 前回調査では、就学前児童の母親では「以前は就労していたが、現在は就労していない」が44.5％で最も高く、

就学児童の母親では「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 44.1％で最

も高くなっており、今回の調査と大きな傾向の差は見られませんでした。 

 また、父親では、前回調査でも、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が就学前児童で95.2％、

就学児童で95.6％で最も高くなっており、今回の調査と大きな傾向の差は見られませんでした。 

 

【母 親・就学前児童】 

 

 

 

 

 

 

【母 親・就学児童】 

 

 

＊「フルタイム」：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」：フルタイム以外の就労 

保護者の就労状況について ３ 
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47.9 

6.0 

45.3 

2.3 

0.4 

1.4 

0.1 

1.2 

0.6 

1.4 

0.4 

0% 20% 40% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認証保育所

家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

就学前児童（N=2057）

67.3 32.1 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=3058）

利用している 利用していない 不明・無回答

合計 利用している 利用していない 不明・無回答

3058 2057 982 19

100.0 67.3 32.1 0.6

482 95 383 4

100.0 19.7 79.5 0.8

479 174 299 6

100.0 36.3 62.4 1.3

537 262 271 4

100.0 48.8 50.5 0.7

519 504 14 1

100.0 97.1 2.7 0.2

501 496 4 1

100.0 99.0 0.8 0.2

501 498 1 2

100.0 99.4 0.2 0.4

39 28 10 1

100.0 71.8 25.6 2.6

４歳

５歳

不明・無回答

合計

０歳

１歳

２歳

３歳

 
   

 

 

（１）現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問13〕 

 現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無についてみると、「利用している」が67.3%で、「利用していない」

を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別 × 定期的な教育・保育事業の利用の有無 

年齢別にみると、０～２歳で

は「利用していない」が５割を

超えています。一方、３歳以上

では「利用している」が９割を

超えています。 

 

 

 

 

 

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－１ 平日に利用している教育・保育事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問13〕 

 平日に利用している教育・保育事業についてみると、「幼稚園」が47.9%、「認可保育所」が45.3%と高くなっ

ており、その他の事業については6%以下となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指す。具体的に

は、幼稚園や保育所等。 

平日の定期的な教育・保育事業の利用について（就学前児童） ４ 
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62.1 

53.4 

2.5 

1.1 

1.2 

0.1 

2.1 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの教育や発達のため

子どもの子育て（教育を含む）をしている者が

現在就労している

子どもの子育て（教育を含む）をしている者が

就労予定がある／求職中である

子どもの子育て（教育を含む）をしている者が

家族・親族などを介護している

子どもの子育て（教育を含む）をしている者が

病気や障害がある

子どもの子育て（教育を含む）をしている者が

学生である

その他

不明・無回答

就学前児童（N=2057）

27.8 

54.1 

26.9 

38.9 

7.6 

2.1 

6.9 

5.0 

1.0 

2.2 

7.9 

1.4 

3.6 

0% 20% 40% 60%

認定こども園

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

認証保育所

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

就学前児童（N=3058）

 
（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－２ 平日、教育・保育事業を利用している主な理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問13-1〕 

 平日、教育・保育事業を利用している主な理由についてみると、「子どもの教育や発達のため」が 62.1％、「子

どもの子育て（教育を含む）をしている者が現在就労している」が53.4%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として 

   「定期的に」利用したいと考える事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問14〕 

 今後、平日に定期的に利用したいと考える教育・保育事業についてみると、「幼稚園」が54.1％で最も高く、次

いで「認可保育所」が38.9％、「認定こども園」が27.8%、「幼稚園の預かり保育」が26.9％となっています。 
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45.3 

13.7 

47.1 

0.7 

0% 20% 40% 60%

地域子育て支援拠点事業を利用している

その他静岡市で実施している

類似の事業を利用している

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=982）

25.7 26.4 44.4 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N==982）

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用数を増やしたい

新たに利用したり、回数を増やしたいとは思わない

不明・無回答

8.5 25.7 55.6 10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

（N=3058）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

1.7 13.7 71.6 12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日曜日・祝日

（N=3058）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

 

 

（１）現在の地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）の利用状況〈複数回答〉 

   〔就学前児童調査…問15〕 

 地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）の利用状況についてみると、「利用していない」が 47.1%で、

「地域子育て支援拠点事業を利用している」が45.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向〈単数回答〉〔就学前児童調査…問16〕 

 地域子育て支援拠点事業

の今後の利用意向について

みると、「今後利用したい」

と「今後利用を増やしたい」

を合わせると５割以上とな

っています。 

 

 

 

 

（１）土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的な利用は除く）〈単数回答〉 

       〔就学前児童調査…問17〕 

 土曜日の定期的な教育・

保育事業の利用希望につい

てみると、「利用する必要は

ない」が 55.6％と最も高

くなっています。 

 

（２）日曜日・祝日の、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的な利用は除く） 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問17〕 

 日曜日・祝日の定期的な

教育・保育事業の利用希望

についてみると、「利用する

必要はない」がそれぞれ

71.6％と最も高くなって

います。 

地域の子育て支援事業の利用状況について（就学前児童） ５ 

土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な 
教育・保育事業の利用希望について（就学前児童） ６ 
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50.3 

7.3 

25.8 

30.6 

0.0 

0.1 

0.1 

10.3 

4.3 

0.6 

48.9

6.6

23.7

28.5

0.1

0.0

0.0

8.1

2.7

1.3

0% 20% 40% 60%

就労している母親が仕事を

休んで看た

就労している父親が仕事

を休んで看た

（同居者を含む）親族・知人に

看てもらった

父または母のうち就労していない

方が看た

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを

利用した

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

不明・無回答

平成25年（N=716）

平成20年（N=713）

59.0 

15.5 

38.6 

32.1 

0.7 

0.3 

0.8 

0.8 

3.6 

0.8 

60.7

15.5

35.0

25.7

0.7

0.0

0.9

0.7

2.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

就労している母親が仕事を

休んで看た

就労している父親が仕事

を休んで看た

（同居者を含む）親族・知人に

看てもらった

父または母のうち就労していない

方が看た

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを

利用した

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

不明・無回答

平成25年（N=1550）

平成20年（N=440）

 

 

 

（１） 子どもが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった（就学児童は

学校を休まなければならなかった）場合の、この１年間に行った対処方法〈複数回答〉 

    〔就学前児童調査…問18、就学児童調査…問12〕 

 子どもが病気やけがで教育・保育事業が利用できなかったり、学校へ行けなかった場合の対処方法についてみる

と、「就労している母親が仕事を休んで看た」が就学前児童で59.0％、就学児童で50.3%と、それぞれ最も高く

なっています。次いで、就学前児童では、「（同居者を含む）親族・知人に看てもらった」が38.6%、「父または母

のうち就労していない方が看た」が32.1%となっており、就学児童では、「父または母のうち就労していない方が

看た」が30.6%。「（同居者を含む）親族・知人に看てもらった」が25.8%となっています。 

【平成 20 年実施前回調査「次世代育成支援対策に関するアンケート調査」との対比】 

 前回調査では、「就労している母親が仕事を休んで看た」が就学前児童で60.7％、就学児童で48.9％と最も高

くなっており、今回の調査と大きな傾向の差は見られませんでした。 

 

【就学前児童】        【就学児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） ７ 
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37.6 

15.6 

61.8 

82.0 

0.5 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=943）

就学児童

（N=377）

できれば利用したい 利用したいとは思わない 不明・無回答

57.5 

78.6 

16.1 

0.8 

1.4 

37.3 

67.8 

30.5 

10.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で

子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で

保育する事業

その他

不明・無回答

就学前児童（N=355） 就学児童（N=59）

（１）で「母親が休んだ」または「父親が休んだ」を選んだ方 

 

（２） 子どもが病気等の際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と 

    思ったか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問19、就学児童調査…問13〕 

 父親または母親が休んだ方で「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思ったかについてみ

ると、「利用したいとは思わない」が就学前児童で61.8％、就学児童で82.0％となっており、「できれば利用した

い」に比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）で「できれば利用したい」を選んだ方 

（２）－１ 希望する事業形態〈複数回答〉〔就学前児童調査…問19、就学児童調査…問13〕 

病児・病後児保育施設等を利用したい方の、子どもを預ける場合の望ましい事業形態についてみると、「小児科に

併設した施設で子どもを保育する事業」が就学前児童、就学児童ともに最も高く、それぞれ78.6％、67.8%とな

っており、次いで「他の施設（幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業」が57.5%、37.3%

となっています。 
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42.3 

50.9 

7.2 

0.4 

1.6 

3.6 

1.6 

30.3 

18.2 

33.3 

0.0 

6.1 

24.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

不明・無回答

就学前児童（N=499） 就学児童（N=33）

16.3 

2.8 

82.2 

95.3 

1.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=.3058）

就学児童

（N=1159）

利用している 利用していない 不明・無回答

 

 

 

 

（１）日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、不

定期に利用している事業の有無〈複数回答〉〔就学前児童調査…問21、就学児童調査…問15〕 

 私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、不定期に利用している事業の有無についてみると、就学前児童、就

学児童ともに、「利用していない」が高く、それぞれ82.2％、95.3%と大部分を占めています。 

 利用している事業についてみると、就学前児童では「一時預かり」、「幼稚園の預かり保育」の割合が高く、就学

児童では「ファミリー・サポート・センター」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－１ 不定期に利用している事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問21、就学児童調査…問15〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育事業等の利用について ８ 
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45.2 

18.6 

51.2 

78.3 

3.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=3058）

就学児童

（N=1159）

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

73.2 

66.0 

22.6 

2.8 

2.3 

59.5 

74.0 

31.2 

8.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹含む）や親の

習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹含む）や

親の通院等

不定期の就労

その他

不明・無回答

就学前児童（N=1383） 就学児童（N=215）

 

（２）私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、利用したい事業の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問22、就学児童調査…問16〕 

 不定期に利用する必要がある事業の有無についてみると、「利用する必要はない」が就学前児童で51.2%、就学

児童で 78.3%となっており、特に就学児童では「利用する必要はない」が「利用したい」を大きく上回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）で「利用したい」を選んだ方 

（２）－１ 希望する利用目的〈複数回答〉〔就学前児童調査…問22、就学児童調査…問16〕 

 利用したい方の希望する利用目的をみると、就学前児童では「私用、リフレッシュ目的」が 73.2%、就学児童

では「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が74.0%で最も高くなっています。 
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84.5 

23.6 

55.3 

2.2 

1.8 

8.9 

0.3 

14.8 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（スポーツ、塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

就学児童（N=1159）

59.9 

23.0 

47.7 

4.4 

11.8 

34.7 

0.8 

12.4 

6.6 

56.3 

21.4 

47.5 

5.2 

10.2 

20.0 

0.8 

12.6 

21.4 

0% 20% 40% 60%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（スポーツ、塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

低学年（N=501） 高学年（N=501）

 

 

 

（１）放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方〈複数回答〉〔就学児童調査…問19〕 

 放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方についてみると、「自宅」が84.5％と最も高く、次いで「習い事（ス

ポーツ、塾など）」が55.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校に就学後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたい

と思うか〈複数回答〉〔就学前児童調査…問25〕 

※低学年時（１～３年生）と高学年時（４～６年生）に分けて回答 

 放課後の時間を過ごさせたいと思う場所についてみると、低学年、高学年ともに「自宅」が最も高く、次いで「習

い事」となっています。また、「放課後児童クラブ」については、高学年より低学年の利用希望が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方と放課後児童クラブの利用状況について ９ 
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50.0 

41.7 

45.6 

56.3 

4.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童：利用希望

（N=180）

就学児童：希望（実利用含む）

（N=103）

利用したい／利用している 利用する必要はない 不明・無回答

20.0 

24.3 

67.8 

70.9 

12.2 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童：利用希望

（N=180）

就学児童：希望（実利用含む）

（N=103）

利用したい／利用している 利用する必要はない 不明・無回答

15時より前 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時以降 不明・無回答

件数 1 3 21 59 55 24 2 9

％ 0.6 1.7 12.1 33.9 31.6 13.8 1.1 5.2

件数 0 0 6 38 29 16 3 8

％ 0.0 0.0 6.0 38.0 29.0 16.0 3.0 8.0

件数 0 0 0 17 38 45 2 1

％ 0.0 0.0 0.0 16.5 36.9 43.7 1.9 1.0

【就学前児童】
高学年時利用希望

（N=100）

【就学児童】
希望

（N=103）

【就学前児童】
低学年時利用希望

（N=174）

合計

低学年（１～３年

生）の間は
利用したい

４年生まで
利用したい

５年生まで
利用したい

６年生まで
利用したい

不明・無回答

274 174 26 8 61 5

100.0 63.5 9.5 2.9 22.3 1.8

103 37 19 5 40 2

100.0 35.9 18.4 4.9 38.8 1.9

就学前児童

就学児童

（３）放課後児童クラブを何年生まで利用したいか〈単数回答〉 

       〔就学前児童調査…問25.26、就学児童調査･･･問21〕 

 放課後児童クラブを何年生まで利用したいかについては、就学前児童では「低学年の間は利用したい」が63.5％、

次いで「6年生まで利用したい」が22.3％となっています。一方、就学児童では、「低学年の間は利用したい」と

「6年生まで利用したい」が同程度の割合で高い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

（４）平日の下校時から何時まで利用したいか〈数量回答〉〔就学前児童調査…問25、就学児童調査･･･問22〕 

 平日の利用希望時間は就学前児童では17～18時台が高く、一方で就学児童は18～19時台が高く、希望する

時間帯に差があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※網掛けは、各項目において最も割合の高いものを示す。 

 

（５）土・日・祝日の利用希望〈単数回答〉〔就学前児童調査…問27、就学児童調査･･･問23〕 
 

 土曜日及び日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用についてみると、就学前児童と就学児童でほぼ同様の傾向と

なっており、土曜日では「利用したい／利用している」が半数程度となっているが、日曜日・祝日では2割程度と

低くなっています。 

■土曜日 

 

 

 

 

 

■日曜日・祝日 
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74.7 15.4 9.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親（N=813）

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

26.6 

2.9 

19.7 

90.4 

52.3 

0.7 

1.5 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親（N=3058）

父親（N=3058）

取得した（取得中である） 取得していない 働いていなかった 不明・無回答

 

 

 
 

（１）子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問29〕 

 子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況についてみると、母親では「働いていなかった」が 52.3％と

最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が26.6%となっています。一方、父親では「取得していない」が

90.4％と大部分を占め、「取得した（取得中である）」は2.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で「取得した（取得中である）」を選んだ方（母親） 

（１）－１ 育児休業取得後の状況（母親）〈単数回答〉〔就学前児童調査…問29〕 

 母親の育児休業取得後の状況をみると、「育児休業取得後、職場に復帰した」が74.7％と最も高くなっています。

次いで、「現在も育児休業中である」が15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について（就学前児童） 10

0 
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14.3 

6.7 

5.0 

13.3 

0.7 

6.3 

4.2 

0.5 

3.0 

41.6 

21.3 

6.8 

0.7 

1.5 

14.5 

4.3 

35.6 

38.1 

9.2 

13.1 

26.5 

2.3 

17.9 

36.4 

0.1 

12.9 

0.3 

2.1 

6.4 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

2.仕事が忙しかった

3.（産休後に）仕事に早く復帰したかった

4.仕事に戻るのが難しそうだった

5.昇給・昇格などに影響がでると思うので

6.収入減となり、経済的に苦しくなるため

7.保育所（園）などに預けることができたため

8.配偶者が育児休業制度を利用したため

9.配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

10.子育てや家事に専念するため退職した

11.職場に育児休業の制度がなかった（就業規則にない）

12.有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

13.育児休業を取得できることを知らなかった

14.産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

15.その他

16.不明・無回答

母親（N=601） 父親（N=2763）

※本選択肢は母親のみ

※本選択肢は母親のみ

（１）で「取得していない」を選んだ方 

（１）－２ 育児休業を取得していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問29〕 

 母親が育児休業を取得していない理由については、「10.子育てや家事に専念するため退職した」が41.6％で最

も高く、次いで「11.職場に育児休業の制度がなかった（就業規則にない）」が21.3％となっています。 

 父親が育児休業を取得していない理由については、「2.仕事が忙しかった」が 38.1%と最も高く、次いで「9.

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が36.4％、「1.職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」が35.6%、「6.収入減となり、経済的に苦しくなるため」が26.5%となって

います。 

 傾向としては、父親は主に就労関係（1～６）や家族のフォロー（9）の回答が多く、一方、母親は退職（10）

を頭に、就労関係（１～６）、制度関係（11～14）に分散しています。 
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36.2 52.3 11.5 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親（N=323）

利用した

利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）

利用する必要がなかった

不明・無回答

58.0 

37.9 

40.2 

6.5 

1.2 

11.8 

0.6 

15.4 

8.3 

7.1 

0.0 

0% 20% 40% 60%

職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の

優先順位がさがる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務

制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則にない）

短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった

その他

不明・無回答

母親（N=169）

（１）－１で「育児休業取得後、職場に復帰した（母親）」を選んだ方 

（２） 職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問30-4〕 

 母親の職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況についてみると、「利用したかったが、利用しなかった（利

用できなかった）」が52.3％と最も高くなっています。 

 短時間勤務制度を利用しなかった理由としては、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が

58.0%で最も高く、次いで「短時間勤務にすると給与が減額される」が 40.2%、「仕事が忙しかった」と続き、

就労環境に関する回答が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短時間勤務制度を「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」を選んだ方 

短時間勤務制度を利用しなかった理由〈複数回答〉 
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32.0 

3.6 

0.8 

3.2 

64.0 

6.3 

2.6 

41.1 

14.6 

0.9 

1.3 

2.0 

62.7 

25.2 

52.7 

19.4 

12.6 

9.5 

42.6 

43.7 

75.0 

17.0 

2.6 

40.9 

45.0 

32.5 

72.0 

28.4 

62.7 

52.5 

38.8 

30.3 

19.5 

44.1 

45.6 

29.8 

22.2 

34.4 

63.5 

53.6 

22.1 

29.2 

12.8 

7.6 

47.9 

19.6 

22.6 

46.6 

61.8 

19.6 

3.8 

26.4 

40.1 

15.9 

50.6 

74.8 

49.7 

47.5 

3.4 

47.5 

8.5 

12.4 

28.8 

63.7 

23.4 

38.0 

12.3 

30.2 

72.8 

4.5 

4.8 

4.8 

5.2 

3.8 

4.6 

4.9 

4.2 

4.4 

4.8 

4.9 

4.9 

4.0 

5.0 

4.4 

4.7 

5.0 

4.7 

4.7 

5.5 

5.1 

4.8 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．しずおかし子育てハンドブック

2．家庭児童相談室（各区保育児童課内）

3．子ども若者相談センター

4．児童相談所

5．子育て支援センター

6．ファミリー・サポート・センター

7．緊急サポートセンター

8．(保育園の)あそび・子育ておしゃべりサロン

9．子育てトーク

10．子育て短期支援事業（ショートステイ）

11．子育て支援ヘルパー派遣事業

12．病児・病後児保育室

13．しずおか子育て優待カード

14．子育て応援総合ＨＰ「ちゃむ」

15．児童館

16．（保育園等の）一時保育

17．（中央子育て支援センターの）一時保育

18．赤ちゃん広場

19．（幼稚園の）子育てひろば

20． こんにちは赤ちゃん事業

21． 妊婦健康診査

22． 延長保育事業

23．マザーズ・ジョブ・ステーション

利用したことがある 知っているが利用したことはない 知らなかった 不明・無回答

 
 

 

 

（１）各種事業の認知度・利用状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問32A、就学児童調査…問27A〕 

 就学前児童の各事業の「認知度」をみると、２３事業のうち１４の事業については「利用したことがある」及び

「知っている」と回答した割合が、５０％以上となっています。特に「１.ハンドブック」、「４.児童相談所」、「５.

子育て支援センター」、「８.(保育園の)あそび・子育ておしゃべりサロン」、「１３.しずおか優待カード」、「15.児童

館」、「16.（保育園等の）一時保育」、「19.（幼稚園の）子育てひろば」、「21.妊婦健康診査」は７０％以上の高い

認知度をしめしています。 

 実際の「利用状況」では、『21.妊婦健康診査』（75.0%）、『5.子育て支援センター』（64.0%）、『13.しずおか

子育て優待カード』（62.7%）、『15.児童館』（52.7%）、『20.こんにちは赤ちゃん事業』（43.7%）、『19.（幼稚

園の）子育てひろば』（42.6%）、『8.（保育園の）あそび・子育ておしゃべりサロン』（41.1%）が利用の割合が

高い事業となっています。 

各事業の認知度・利用状況 【就学前児童】（N=3058） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援サービスの認知度及び利用状況などについて 11

0 
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11.6 

1.6 

1.1 

2.7 

45.0 

7.3 

1.6 

32.9 

12.7 

0.7 

1.2 

1.7 

54.0 

7.2 

53.1 

18.9 

11.6 

8.3 

36.7 

19.2 

56.5 

21.1 

1.6 

45.9 

49.5 

43.5 

76.1 

41.5 

58.2 

46.2 

35.6 

26.2 

17.8 

28.6 

40.6 

36.2 

17.4 

31.2 

51.3 

39.9 

21.4 

27.1 

15.7 

13.1 

39.7 

14.1 

36.2 

42.5 

49.3 

14.8 

8.0 

28.7 

46.2 

25.8 

55.5 

75.7 

64.4 

51.4 

4.7 

68.9 

9.5 

24.0 

42.7 

63.9 

29.9 

58.2 

23.7 

33.0 

78.3 

6.3 

6.5 

6.1 

6.4 

5.4 

5.8 

6.0 

5.7 

5.6 

5.9 

5.9 

6.3 

5.1 

6.6 

6.1 

5.9 

5.8 

6.4 

6.3 

6.9 

6.6 

6.1 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．しずおかし子育てハンドブック

2．家庭児童相談室（各区保育児童課内）

3．子ども若者相談センター

4．児童相談所

5．子育て支援センター

6．ファミリー・サポート・センター

7．緊急サポートセンター

8．(保育園の)あそび・子育ておしゃべりサロン

9．子育てトーク

10．子育て短期支援事業（ショートステイ）

11．子育て支援ヘルパー派遣事業

12．病児・病後児保育室

13．しずおか子育て優待カード

14．子育て応援総合ＨＰ「ちゃむ」

15．児童館

16．（保育園等の）一時保育

17．（中央子育て支援センターの）一時保育

18．赤ちゃん広場

19．（幼稚園の）子育てひろば

20． こんにちは赤ちゃん事業

21． 妊婦健康診査

22． 延長保育事業

23．マザーズ・ジョブ・ステーション

利用したことがある 知っているが利用したことはない 知らなかった 不明・無回答

 就学児童の各事業の「認知度」では、２３事業のうち１３の事業について「利用したことがある」及び「知って

いる」と回答した割合が、５０％以上となっており、特に認知度が高い事業は、就学前の回答と同様の傾向を示し

ています。 

 実際の「利用状況」では、『21.妊婦健康診査』（56.5%）、『13.しずおか子育て優待カード』（54.0%）、『15.

児童館』（53.1%）、『5.子育て支援センター』（45.0%）、『19.（幼稚園の）子育てひろば』（36.7%）の利用割

合が高い事業となっています。 

各事業の認知度・利用状況 【就学児童】（N=1159） 
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44.5 

51.4 

48.0 

34.7 

62.8 

55.2 

51.9 

66.5 

65.3 

39.3 

59.0 

50.0 

58.2 

41.2 

62.8 

69.9 

68.1 

62.4 

75.4 

71.7 

76.2 

72.5 

44.3 

51.9 

36.9 

24.0 

37.8 

31.0 

28.6 

21.5 

26.7 

25.3 

21.4 

10.3 

21.0 

31.6 

46.4 

28.1 

19.4 

17.9 

24.8 

15.3 

18.9 

11.9 

16.0 

32.9 

1.7 

4.5 

0.0 

7.1 

2.7 

4.2 

5.1 

2.1 

3.6 

3.6 

5.1 

4.8 

3.3 

5.8 

2.1 

2.5 

3.4 

2.4 

1.0 

2.2 

1.3 

1.2 

8.9 

1.8 

7.2 

28.0 

20.4 

3.5 

12.0 

21.5 

4.7 

5.8 

35.7 

25.6 

24.2 

6.8 

6.6 

7.1 

8.2 

10.6 

10.3 

8.4 

7.2 

10.5 

10.4 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．しずおかし子育てハンドブック(N=980）

2．家庭児童相談室（各区保育児童課内）

(N=111）

3．子ども若者相談センター(N=25）

4．児童相談所(N=98）

5．子育て支援センター(N=1956）

6．ファミリー・サポート・センター(N=192)

7．緊急サポートセンター(N=79）

8．(保育園の)あそび・子育ておしゃべりサロン

(N=1258）

9．子育てトーク(N=447）

10．子育て短期支援事業（ショートステイ）

(N=28）

11．子育て支援ヘルパー派遣事業(N=39）

12．病児・病後児保育室(N=62）

13．しずおか子育て優待カード(N=1918）

14．子育て応援総合ＨＰ「ちゃむ」(N=772）

15．児童館(N=1611）

16．（保育園等の）一時保育(N=594）

17．（中央子育て支援センターの）一時保育

(N=386）

18．赤ちゃん広場(N=290）

19．（幼稚園の）子育てひろば(N=1304）

20． こんにちは赤ちゃん事業(N=1337）

21． 妊婦健康診査(N=2294）

22． 延長保育事業(N=520）

23．マザーズ・ジョブ・ステーション(N=79）

良かった 普通 良くなかった 不明・無回答

（１）で「利用したことがある」を選んだ方 

（２）各種事業の満足度〈単数回答〉〔就学前児童調査…問32B、就学児童調査…問27B〕 

 就学前児童の利用したことがある事業の満足度についてみると、「良かった」が50%以上ある回答が全23事業

中17事業となっており、『19.（幼稚園の）子育てひろば』、『20.こんにちは赤ちゃん事業』、『21.妊婦健康診査』、

『22.延長保育事業』はいずれも70％を超える高い満足度となっています。 

各事業の満足度 【就学前児童】 
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43.3 

55.6 

46.2 

35.5 

64.0 

60.0 

36.8 

67.5 

69.4 

12.5 

35.7 

30.0 

52.1 

26.5 

58.4 

66.7 

70.1 

64.6 

70.4 

64.1 

69.9 

71.4 

36.8 

52.2 

16.7 

15.4 

38.7 

29.3 

20.0 

26.3 

22.0 

19.7 

50.0 

28.6 

35.0 

34.0 

48.2 

26.5 

18.3 

17.9 

19.8 

16.7 

23.8 

13.9 

8.6 

31.6 

0.7 

22.2 

0.0 

6.5 

1.7 

9.4 

5.3 

1.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

9.6 

1.3 

4.1 

1.5 

0.0 

0.9 

0.9 

0.9 

0.8 

5.3 

3.7 

5.6 

38.5 

19.4 

5.0 

10.6 

31.6 

9.4 

9.5 

37.5 

35.7 

35.0 

10.5 

15.7 

13.8 

11.0 

10.4 

15.6 

12.0 

11.2 

15.3 

19.2 

26.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．しずおかし子育てハンドブック(N=134）

2．家庭児童相談室（各区保育児童課内）

(N=18）

3．子ども若者相談センター(N=13）

4．児童相談所(N=31）

5．子育て支援センター(N=522）

6．ファミリー・サポート・センター(N=85）

7．緊急サポートセンター(N=19）

8．(保育園の)あそび・子育ておしゃべりサロン

(N=381）

9．子育てトーク(N=147）

10．子育て短期支援事業（ショートステイ）

(N=8）

11．子育て支援ヘルパー派遣事業(N=14）

12．病児・病後児保育室(N=20）

13．しずおか子育て優待カード(N=626）

14．子育て応援総合ＨＰ「ちゃむ」(N=83）

15．児童館(N=616）

16．（保育園等の）一時保育(N=219）

17．（中央子育て支援センターの）一時保育

(N=134）

18．赤ちゃん広場(N=96）

19．（幼稚園の）子育てひろば(N=425）

20． こんにちは赤ちゃん事業(N=223）

21． 妊婦健康診査(N=655）

22． 延長保育事業(N=245）

23．マザーズ・ジョブ・ステーション(N=19）

良かった 普通 良くなかった 不明・無回答

 就学児童についてみると、「良かった」が50%以上ある回答が全23 事業中14 事業となっており、『17.（中

央子育て支援センターの）一時保育』、『19.（幼稚園の）子育てひろば』、『22.延長保育事業』はいずれも70％を

超える高い満足度となっています。 

各事業の満足度 【就学児童】 
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（１）効果が高いと考えられる施策または充実を図って欲しいと期待する施策〈複数回答〉 

   〔就学前児童調査…問34、就学児童調査…問29〕 

 効果が高いまたは充実を図って欲しいと期待する施策についてみると、就学前児童では、「9.保育園や幼稚園等の

費用負担の軽減」が 53.0%と最も高く、次いで「10.子育てのための経済的支援の拡充」が 44.2％、「2.児童館

や公園などの子どもの遊び場の拡充」が42.5%となっています。その他では、「3.放課後児童クラブの整備」、「4.

保育所を増やす」、「17.働き方の見直し」が20%以上と比較的期待が高くなっています。 

 就学児童では、「10.子育てのための経済的支援の拡充」が 57.9%と最も高く、次いで「2.児童館や公園などの

子どもの遊び場の拡充」が 47.1％となっており、「9.保育園や幼稚園等の費用負担の軽減」、「15.医療機関を受診

できる体制整備」、「17.働き方の見直し」も20%以上と高くなっています。 

【平成 20 年度調査との対比】 

 前回と今回の調査を比較すると、就学前児童と就学児童の傾向に大きな差異はみられません。 

 就学前児童では「９.保育園や幼稚園等の費用負担の軽減」が9.4ポイント増、「４.保育所を増やす（前回：保育

園定員数の拡充）」が8.2ポイント増と割合が高くなっている一方で、「10.児童手当及びこども医療費助成の対象

拡大や支給額の増額等、

子育てのための経済的支

援の拡充」は17.3ポイ

ント減となっています。 

 就学児童では「９.保育

園や幼稚園等の費用負担

の軽減」が9.4ポイント

増、「２.児童館や公園な

どの子どもの遊び場の拡

充」が6.9ポイント増と

割合が高くなっている一

方で、「15.安心して子ど

もが医療機関を受診でき

る体制の整備」は9.9ポ

イント減、「10.子育ての

ための経済的支援の拡

充」は8.0ポイント減と

なっています。 

 

 

 

 

 

10.3 

42.5 

20.2 

23.5 

3.9 

7.5 

4.0 

17.4 

53.0 

44.2 

15.6 

6.2 

8.9 

3.4 

18.1 

4.0 

21.5 

10.5 

4.2 

0.5 

1.5 

6.6 

35.3 

15.8 

15.3 

2.0 

2.9 

9.8 

43.6 

61.5 

19.3 

4.8 

5.3 

2.2 

23.4 

2.2 

23.1 

6.4 

3.6 

0.4 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

1.子育て支援施策に関する情報提供の拡充

2.児童館や公園などの子どもの遊び場の拡充

3.子どもの居場所づくり対策としての放課後児童クラブの

整備

4.保育所を増やす（前回：保育園定員数の拡充）

5.幼稚園を増やす

6.認定こども園を増やす（前回は、本選択なし）

7.親が子育てについて学ぶことができる講習会などの

開催を増やす

8.親子で参加できる各種イベントの開催を増やす

9.保育園や幼稚園等の費用負担の軽減

10.児童手当及びこども医療費助成の対象拡大や支給

額の増額等、子育てのための経済的支援の拡充

11.出産や不妊治療に対する経済的支援の充実

12.子育て世帯の優先入居や広い部屋の割り当て等の

住宅面の配慮

13.公共施設におけるファミリートイレの設置又は

バリアフリー化などの整備

14.行政では対応しにくいきめ細かなサービスの提供が

期待できる、ＮＰＯ等による保育サービス等の充実

15.安心して子どもが医療機関を受診できる体制の整備

16.安心して子育てができるための相談機関の充実

17.残業の縮減や育児・介護休暇等の取得促進、短時間

勤務制度、フレックスタイム制度の実施等、男性を

含めた働き方の見直し

18.男性の家事・育児への参加を促進

19.その他

20.特になし

不明・無回答

平成25年（N=3058） 平成20年（N=1427）

12.1 

47.1 

17.1 

13.5 

1.0 

2.2 

4.0 

12.5 

23.5 

57.9 

10.8 

5.5 

5.0 

4.1 

29.0 

5.7 

22.7 

10.7 

3.1 

1.3 

2.4 

9.6 

40.2 

14.2 

8.8 

0.6 

4.2 

8.9 

14.1 

65.9 

13.7 

6.2 

3.2 

3.9 

38.9 

5.2 

23.9 

8.4 

4.5 

0.0 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

1.子育て支援施策に関する情報提供の拡充

2.児童館や公園などの子どもの遊び場の拡充

3.子どもの居場所づくり対策としての放課後児童クラブの

整備

4.保育所を増やす（前回：保育園定員数の拡充）

5.幼稚園を増やす

6.認定こども園を増やす（前回は、本選択なし）

7.親が子育てについて学ぶことができる講習会などの

開催を増やす

8.親子で参加できる各種イベントの開催を増やす

9.保育園や幼稚園等の費用負担の軽減

10.児童手当及びこども医療費助成の対象拡大や支給

額の増額等、子育てのための経済的支援の拡充

11.出産や不妊治療に対する経済的支援の充実

12.子育て世帯の優先入居や広い部屋の割り当て等の

住宅面の配慮

13.公共施設におけるファミリートイレの設置又は

バリアフリー化などの整備

14.行政では対応しにくいきめ細かなサービスの提供が

期待できる、ＮＰＯ等による保育サービス等の充実

15.安心して子どもが医療機関を受診できる体制の整備

16.安心して子育てができるための相談機関の充実

17.残業の縮減や育児・介護休暇等の取得促進、短時間

勤務制度、フレックスタイム制度の実施等、男性を

含めた働き方の見直し

18.男性の家事・育児への参加を促進

19.その他

20.特になし

不明・無回答

平成25年（N=1159） 平成20年（N=1302）
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1.子どもの病気や発育・発達に関すること

2.子どもの食事や栄養に関すること

3.子育ての方法がよく分からないこと

4.子どもとの接し方に自信が持てないこと

5.子どもとの時間を十分にとれないこと

6.話相手や相談相手がいないこと

7.仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

8.子育てにかかる費用が大きな負担に

なっていること

9.子どもの教育に関すること

10.友達付き合い（いじめなどを含む。）に関すること

11.不登校に関すること

12.その他

13.特になし

不明・無回答

平成25年（N=3058） 平成20年（N=1427）
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1.子どもの病気や発育・発達に関すること

2.子どもの食事や栄養に関すること

3.子育ての方法がよく分からないこと

4.子どもとの接し方に自信が持てないこと

5.子どもとの時間を十分にとれないこと

6.話相手や相談相手がいないこと

7.仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

8.子育てにかかる費用が大きな負担に

なっていること

9.子どもの教育に関すること

10.友達付き合い（いじめなどを含む。）に関すること

11.不登校に関すること

12.その他

13.特になし

不明・無回答

平成25年（N=1159） 平成20年（N=1302）

 
（２）子育てについて、日頃悩んでいることや不安なこと〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問35、就学児童調査…問30〕 

 子育てについて、日頃悩んでいることや不安なことについてみると、就学前児童では「8.子育てにかかる費用が

大きな負担になっていること」が 36.9%と最も高く、次いで「1.子どもの病気や発育・発達に関すること」、「2.

子どもの食事や栄養に関すること」、「7.仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと」、「9.子どもの教育に関

すること」がいずれも高く、31～34%台となっています。 

 就学児童では、「9.子どもの教育に関すること」が44.3%と最も高く、次いで「8.子育てにかかる費用が大きな

負担になっていること」が39.9%、「10.友達付き合いに関すること」が33.5%となっています。 

【平成 20 年実施前回調査「次世代育成支援対策に関するアンケート調査」との対比】 

 前回と今回の調査を比較すると、就学前児童と就学児童の傾向に大きな差異はみられません。 

 就学前児童では「４.子どもとの接し方に自信が持てないこと」が3.0ポイント増と割合が高くなっている一方で、

「８.子育てにかかる費用が大きな負担になっていること」が3.6ポイント減となっています。 

 就学児童では「１.子どもの病気や発育・発達に関すること」が4.8ポイント増と割合が高くなっている一方で、

「８.子育てにかかる費用が大きな負担になっていること」が4.5ポイント減となっています。 

         【就学前児童】             【就学児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


